
【
執
筆
者
の
紹
介
】

大
正
十
四
年
十
一
月
二
十
九
日
　
　
下
津
町
方
の
小
作
農
長
男

生

昭
和
十
五
年
よ
り
　
　
　
　
　
　
　
海
草
南
部
青
年
学
校
在
学

す

十
九
年
六
月
　
　
　
　
　
　
　
繰
上
げ
徴
兵
で
甲
種
合
格

十
月
二
十
日
　
　
　
　
満
州
第
六
三
四
部
隊
入
隊

（
密
山
）

二
十
年
四
月
　
　
　
　
　
　
　
平
陽
の
第
八
〇
三
部
隊
転

属

五
月
　
　
　
　
　
　
　
八
面
通
飛
行
場
挺
身
大
隊

八
月
十
六
日
　
　
　
　
横
道
河
子
で
武
装
解
除

九
月
　
　
　
　
　
　
　
拉
古
に
集
結
　
作
業
大
隊

編
成

二
十
一
年
五
月
ま
で
　
　
　
　
　
ア
ス
ト
リ
ハ
ン
カ
収
容
所

八
月
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ド
収
容
所
を
経
て

二
十
三
年
七
月
二
十
四
日
　
　
　
高
砂
丸
で
舞
鶴
復
員
　
後

農
す

現
在
も
ミ
カ
ン
作
り
を
し
な
が
ら
製
材
工
、
ロ
ー
リ
ー
運
転

等
元
気
に
頑
張
っ
て
お
り
、
シ
ベ
リ
ア
慰
霊
旅
行
に
は
二
度
参

加
し
て
戦
友
の
墓
捜
し
を
行
い
、
県
支
部
役
員
と
し
て
協
力
頂

い
て
い
ま
す
。

（
和
歌
山
県
　
林
三
子
雄
）

シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
記
　 鳥

取
県
　
谷
村
憲
一
　 

喜
寿
を
過
ぎ
八
十
歳
を
迎
え
た
私
に
は
、
す
べ
て
が
驚
き
と

夢
の
ま
た
夢
で
あ
る
。
静
か
に
瞑
想
す
れ
ば
「
欲
し
が
り
ま
せ

ん
、
勝
つ
ま
で
は
」
と
勤
勉
節
約
の
少
年
時
代
、「
死
生
を
貫

く
も
の
は
崇
高
な
る
献
身
奉
公
の
精
神
な
り
、
生
死
を
超
越
し

て
一
意
任
務
の
完
遂
に
遭
進
す
べ
し
」
と
し
て
戦
っ
た
青
年

期
、
戦
に
敗
れ
屈
辱
の
捕
虜
と
し
て
強
制
労
働
に
服
し
た
三
年

八
ヵ
月
、
戦
場
で
は
傷
つ
き
倒
れ
苦
し
い
断
末
魔
の
下
か
ら
東

方
の
祖
国
日
本
を
伏
し
拝
ん
で
「
万
歳
三
唱
」
し
て
去
っ
て

逝
っ
た
戦
友
達
、
極
限
の
酷
寒
と
飢
餓
線
上
を
さ
ま
よ
っ
た
シ

ベ
リ
ア
凍
土
の
重
労
働
等
。
戦
争
と
は
何
か
？
　
敗
戦
と
は
何



か
？
　
捕
虜
と
は
何
か
？
　
そ
し
て
平
和
と
は
何
か
？
　
憎
む

べ
き
戦
争
・
敗
戦
・
捕
虜
、
万
人
が
希
求
す
る
平
和
、
そ
の
平

和
を
い
か
に
し
て
守
る
、
こ
の
よ
う
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
抑

留
記
を
書
く
こ
と
と
し
た
い
。

私
は
鳥
取
の
片
田
舎
に
農
家
の
二
男
と
し
て
生
ま
れ
、
比
較

的
健
康
で
少
年
期
も
過
ぎ
た
頃
、
日
支
の
風
雲
急
を
告
げ
支
那

事
変
が
起
こ
っ
た
。

昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
七
月
第
一
動
員
。
夏
の
暑
い

夜
、
初
め
て
で
聞
い
た
こ
と
も
な
い
第
一
動
員
充
員
召
集
令
状

が
私
の
部
落
に
も
四
人
に
役
場
員
が
二
人
で
届
け
ら
れ
た
。
さ

あ
村
の
中
は
大
変
な
こ
と
で
、
三
、
四
日
の
う
ち
に
鳥
取
の
歩

兵
四
〇
連
隊
に
入
隊
と
の
こ
と
。
年
齢
は
三
十
五
歳
、
三
十
歳

等
の
人
で
し
た
。

私
は
青
年
学
校
に
通
い
軍
事
訓
練
も
受
け
て
い
た
。
来
年
は

徴
兵
検
査
、
い
ず
れ
軍
人
に
な
る
日
を
夢
に
見
て
心
の
鍛
練
に

努
め
、
昭
和
十
三
年
甲
種
合
格
に
て
現
役
兵
と
し
て
歩
兵
第
四

〇
連
隊
に
入
営
し
て
厳
し
い
軍
隊
生
活
に
入
る
。
部
隊
は
北
支

戦
線
で
活
躍
有
名
な
長
野
部
隊
で
あ
る
。
私
達
は
留
守
隊
で
一

期
の
検
閲
を
受
け
、
北
支
戦
線
へ
出
動
。
私
は
召
集
兵
の
教
官

係
と
し
て
鳥
取
で
一
年
間
で
上
等
兵
と
な
り
、
下
士
官
候
補
者

と
し
て
教
導
学
校
豊
橋
に
派
遣
に
な
り
昭
和
十
八
年
伍
長
に
任

官
、
大
隊
本
部
、
連
隊
本
部
の
書
記
を
務
め
、
部
隊
は
満
州
東

安
省
平
陽
九
六
〇
部
隊
と
し
て
永
久
駐
屯
と
な
る
。

昭
和
十
八
年
、
新
し
い
部
隊
編
成
の
た
め
掖
河
二
六
七
連
隊

に
転
属
、
連
隊
本
部
書
記
を
務
め
、
昭
和
二
十
年
三
月
陸
軍
准

尉
に
昇
進
し
、
三
月
遼
陽
予
備
士
官
学
校
に
入
校
を
命
ぜ
ら

れ
、
三
月
二
十
日
出
発
、
三
月
二
十
三
日
遼
陽
予
備
士
官
学
校

学
生
と
し
て
将
校
に
必
要
な
教
育
訓
練
に
熱
中
し
た
。
小
高
い

丘
の
上
に
立
派
な
三
階
建
て
の
洋
館
造
り
の
学
校
で
、
す
ぐ
前

は
遼
陽
の
街
が
一
面
に
見
渡
せ
る
広
大
な
平
野
で
あ
る
。
ま
た

右
の
山
は
日
露
戦
争
で
有
名
な
橘
山
で
あ
る
。
毎
日
毎
日
厳
し

い
精
神
訓
練
そ
し
て
戦
術
の
連
続
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
に
鍛
え

ら
れ
て
六
ヵ
月
が
過
ぎ
、
十
月
十
日
で
卒
業
予
定
で
あ
っ
た
。

八
月
九
日
、
夕
食
を
済
ま
せ
一
休
み
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
非

常
呼
集
の
ラ
ッ
パ
が
鳴
り
、
す
ぐ
に
服
装
を
整
え
営
庭
に
集
合

し
た
。
学
校
長
杉
山
少
将
曰
く
「
ソ
連
侵
入
せ
り
、
君
た
ち
は

明
朝
原
隊
に
帰
れ
」

、
学
校
は
解
散
と
の
こ
と
。
一
望
見
渡
せ



ば
遼
陽
、
鉄
嶺
の
街
は
満
人
の
暴
動
で
火
災
が
至
る
所
で
発
生

し
て
い
る
。
こ
れ
は
大
変
と
私
達
は
身
辺
を
整
え
、
夜
の
明
け

る
の
を
待
つ
。

八
月
十
日
朝
六
時
、
遼
陽
駅
に
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
に
て
着
い
て

み
る
と
大
変
だ
、
北
に
行
く
列
車
は
な
い
。
北
よ
り
避
難
列
車

が
在
留
日
本
人
を
満
載
し
て
次
か
ら
次
へ
と
南
下
し
て
く
る
。

婦
人
子
供
達
、
た
だ
着
の
身
着
の
ま
ま
で
風
呂
敷
包
み
を
両
手

に
さ
げ
て
必
死
に
汽
車
に
へ
ば
り
つ
い
て
い
る
。
ま
た
駅
前
の

街
の
中
も
満
人
の
暴
動
で
、
至
る
と
こ
ろ
で
略
奪
、
そ
し
て
放

火
、
そ
れ
も
日
本
人
は
た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
抵
抗
も
し
な

い
。
憲
兵
、
警
察
と
て
ど
う
し
た
こ
と
か
一
向
に
知
ら
ぬ
顔
で

ど
こ
か
へ
身
を
変
じ
て
い
る
と
の
こ
と
。

私
達
は
一
時
も
早
く
原
隊
復
帰
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
牡
丹
江

第
五
軍
司
令
部
の
配
下
派
遣
さ
れ
て
い
た
准
士
官
、
軍
曹
一
等

級
十
人
は
、
交
通
公
社
よ
り
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
を
用
達
し
て
く
れ

て
二
台
に
分
乗
、
赤
鹿
兵
団
の
い
る
鏡
泊
湖
へ
と
分
か
ら
ぬ
道

を
地
図
を
頼
り
に
日
夜
走
り
続
け
て
一
週
間
程
度
か
か
っ
て
漸

く
師
団
司
令
部
に
到
着
。
師
団
各
部
隊
の
陣
地
配
備
に
就
き
、

歩
■
を
通
じ
て
連
絡
を
取
り
、
そ
の
夜
は
野
外
天
幕
の
中
で
一

夜
を
明
か
す
。
朝
八
時
、
赤
鹿
師
団
長
に
帰
隊
の
申
告
、
師
団

長
も
大
変
喜
ん
で
、
恩
賜
煙
草
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
る
。
師
団
副
官
よ
り
原
隊
の
居
処
の
指
示
を
受
け
て
、
訪

ね
て
到
着
し
た
の
が
夕
方
だ
っ
た
。

部
隊
長
も
副
官
も
陣
地
で
大
変
喜
ん
で
頂
き
、
早
速
戦
闘
体

制
に
入
る
。
前
方
七
百
メ
ー
ト
ル
、
双
眼
鏡
で
見
れ
ば
ソ
軍
の

戦
車
が
五
台
列
を
作
り
前
進
し
て
来
る
。
陣
地
で
は
対
戦
重
砲

に
て
応
戦
。
一
週
間
程
度
交
戦
し
た
が
、
ソ
軍
は
陣
地
は
避
け

て
進
攻
し
て
く
る
の
で
裏
は
ソ
軍
が
既
に
回
っ
て
い
る
。
そ
う

こ
う
す
る
う
ち
に
空
か
ら
日
本
軍
降
伏
、
天
皇
陛
下
の
終
戦
の

詔
勅
が
あ
っ
た
。
陣
地
で
は
最
後
の
戦
闘
を
準
備
し
つ
つ
も
、

夜
、
部
隊
長
よ
り
幹
部
将
校
達
に
集
合
と
の
こ
と
に
て
一
同
は

壕
内
へ
集
ま
る
。
部
隊
長
よ
り
無
条
件
降
伏
、
明
日
は
武
装
解

除
と
の
こ
と
。
こ
の
話
を
聞
き
、
将
校
以
下
誰
も
が
黙
っ
て
何

も
言
う
者
が
な
く
、
情
け
な
い
屈
辱
で
あ
る
。
い
た
し
方
な
く

こ
れ
も
運
命
だ
。

兵
器
、
弾
薬
全
部
を
並
べ
、
私
達
は
丸
裸
に
な
っ
て
な
す
が

ま
ま
と
な
り
、
ソ
軍
の
将
校
兵
達
を
眼
の
前
に
見
る
よ
う
に

な
っ
た
。
通
訳
を
通
じ
て
蘭
崗
の
飛
行
場
に
集
合
せ
よ
と
の
こ



と
に
て
、
三
日
徒
歩
で
途
中
で
食
事
を
と
り
漸
く
到
着
し
た
。

幸
い
に
し
て
私
は
独
身
者
で
二
男
だ
。
条
件
は
よ
く
、
何
も
か

も
運
を
天
に
任
せ
て
行
動
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
も
う
ど
う
に

で
も
な
れ
だ
が
、
中
に
は
家
族
や
家
の
こ
と
な
ど
案
じ
て
心
配

で
な
ら
な
い
者
も
お
り
、
自
分
が
倒
れ
た
ら
そ
れ
こ
そ
大
変
だ

ぞ
と
お
互
い
に
励
ま
し
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
て

行
動
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
心
に
誓
う
。

飛
行
場
に
集
ま
っ
た
の
は
軍
人
、
在
留
の
日
本
人
も
大
人
、

子
供
、
婦
女
子
と
混
同
で
、
こ
こ
で
軍
人
は
別
々
に
さ
れ
て
一

千
人
単
位
で
掖
河
で
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
、「
東
京
ダ
モ
イ
」
と

ソ
連
の
兵
士
は
言
っ
て
い
た
が
、
一
貨
車
二
段
四
十
人
、
二
十

五
両
一
千
人
が
ソ
連
の
輸
送
指
揮
官
カ
チ
エ
ン
コ
大
尉
の
指
揮

下
に
入
り
綏
芬
河
よ
り
入
ソ
、
九
月
十
日
頃
と
思
う
、
北
へ
北

へ
。十

五
日
位
か
か
っ
て
「
コ
ム
ソ
モ
リ
ス
ク
」
北
三
百
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
ム
リ
ー
地
区
三
〇
八
収
容
所
に
到
着
。
見
渡
す
限

り
の
何
な
い
広
野
原
に
、
百
メ
ー
ト
ル
四
方
位
の
囲
い
を
鉄

条
網
と
柵
で
作
っ
て
、
四
隅
に
は
歩
■
の
監
視
す
る
所
が
あ

る
。
丸
太
で
作
っ
た
小
屋
の
腰
に
土
を
か
け
て
覆
っ
た
建
物

で
、
ド
イ
ツ
人
の
収
容
所
の
後
、
日
本
人
の
収
容
所
に
し
た
の

で
あ
る
。

「
こ
の
三
〇
八
収
容
所
が
作
業
を
す
る
拠
点
で
あ
る
。
皆
協

力
し
て
身
体
を
守
り
働
く
よ
う
に
」
と
高
橋
隊
長
か
ら
訓
辞
が

あ
っ
た
。
収
容
所
は
丸
太
を
組
ん
だ
掘
建
て
小
屋
で
、
も
ち
ろ

ん
電
灯
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ラ
ン
プ
、
ロ
ー
ソ
ク
も
な

い
。
白
樺
の
油
煙
が
部
屋
い
っ
ぱ
い
た
ち
こ
め
、
人
間
の
顔
や

手
も
真
っ
黒
に
な
る
。
洗
顔
す
る
水
も
な
い
の
で
入
浴
も
で
き

な
い
。
食
べ
物
は
一
日
黒
パ
ン
三
〇
〇
グ
ラ
ム
、
塩
漬
け
の
魚

を
煮
出
し
た
ス
ー
プ
が
飯
盒
半
分
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

夜
は
南
京
虫
、
シ
ラ
ミ
が
多
く
て
眠
れ
ぬ
夜
が
続
い
た
こ
と

も
あ
る
。
何
分
寒
い
の
と
重
労
働
で
食
べ
物
も
少
な
く
、
日
増

し
に
体
力
は
衰
え
て
し
ま
い
、
昨
日
一
人
、
今
日
二
人
と
栄
養

不
足
に
。
医
者
は
い
て
も
薬
が
な
い
。
一
度
発
熱
で
も
し
た
ら

直
す
方
法
が
な
く
、
何
分
言
葉
が
分
か
ら
な
い
の
が
一
番
困
っ

て
ロ
シ
ア
語
の
勉
強
を
し
た
も
の
だ
。
重
労
働
で
毎
日
毎
日
ノ

ル
マ
で
追
い
立
て
ら
れ
、
牛
や
馬
よ
り
も
ひ
ど
い
扱
い
を
受
け

て
命
を
奪
わ
れ
た
同
胞
が
数
知
れ
な
い
。

入
ソ
一
年
間
に
死
亡
者
が
多
く
、
二
年
後
に
は
何
か
と
ソ
側



も
取
扱
い
が
よ
く
な
っ
た
よ
う
に
思
う
。
入
院
を
何
度
か
繰
り

返
し
、
栄
養
失
調
で
五
十
メ
ー
ト
ル
も
歩
け
ば
倒
れ
て
立
ち
上

が
る
こ
と
が
で
き
ず
、
伝
染
病
赤
痢
に
か
か
り
一
ヵ
月
入
院
し

た
こ
と
も
あ
る
。
作
業
と
い
え
ば
モ
ミ
、
カ
ラ
マ
ツ
、
シ
ラ
カ

バ
の
木
等
の
伐
採
、
バ
ラ
ス
の
貨
車
積
み
降
ろ
し
、
れ
ん
が
造

り
、
貨
車
降
ろ
し
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
農
業
、
大
工
、
左
官
等
あ
ら

ゆ
る
重
労
働
を
強
要
さ
れ
、
ダ
バ
イ
ダ
バ
イ
と
追
い
立
て
ら
れ

る
こ
と
毎
日
。
食
物
も
与
え
ら
れ
ず
い
つ
ま
で
も
帰
さ
な
い
こ

と
が
毎
日
の
よ
う
で
、
こ
れ
で
は
大
変
と
ソ
連
側
に
異
議
を
申

し
立
て
、
逐
次
す
べ
て
が
緩
和
さ
れ
て
少
し
ず
つ
楽
に
な
り
、

将
校
は
別
の
収
容
所
へ
移
動
。
民
主
運
動
も
盛
ん
に
な
り
、
作

業
そ
の
他
に
つ
い
て
も
連
絡
と
れ
て
、
た
だ
帰
国
を
待
っ
た
。

三
年
半
を
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
帰
国
と
な
り
ナ
ホ
ト
カ
へ
向
か

う
。
約
一
週
間
検
査
で
追
わ
れ
て
、
帰
国
の
同
胞
達
と
い
よ
い

よ
乗
船
、
英
彦
丸
に
千
人
単
位
で
。
懐
か
し
い
日
本
の
看
護
婦

を
見
て
、
何
て
綺
麗
な
美
し
い
娘
さ
ん
で
、
あ
あ
生
き
て
い
て

よ
か
っ
た
と
安
堵
の
胸
を
な
で
た
。
ナ
ホ
ト
カ
の
浜
は
日
本
人

で
埋
ま
っ
て
い
る
。
浜
辺
に
立
ち
並
ん
だ
天
幕
の
行
列
、
こ
こ

に
共
産
党
の
宣
伝
部
も
構
え
、
部
員
は
ほ
と
ん
ど
若
者
で
、
飛

び
回
っ
て
い
る
。
毎
日
私
達
は
「
赤
旗
の
歌
」
か
ら
始
ま
っ
て

「
同
志
よ
堅
く
結
べ
」「
メ
ー
デ
ー
の
歌
」
な
ど
、
来
る
日
も
来

る
日
も
歌
で
明
け
、
歌
で
暮
れ
る
毎
日
で
あ
っ
た
。

ナ
ホ
ト
カ
に
来
て
ち
ょ
う
ど
十
日
ほ
ど
た
ち
、
乗
船
の
た
め

の
準
備
で
あ
る
。
港
の
近
く
で
身
体
検
査
、
持
ち
物
の
検
査
も

さ
れ
た
。

総
て
を
終
え
、
足
は
乗
船
に
と
桟
橋
に
向
か
い
船
上
の
人
と

な
る
。
二
十
分
程
走
っ
て
ソ
領
の
乗
員
は
下
船
し
て
ソ
領
へ
と

帰
っ
て
行
っ
た
。
や
れ
や
れ
こ
れ
で
本
当
に
日
本
に
帰
れ
る
。

船
の
中
の
船
員
、
特
に
美
し
い
看
護
婦
の
優
し
い
接
待
に
感
謝

し
な
が
ら
気
も
心
も
解
放
さ
れ
、
ゆ
っ
く
り
と
一
夜
を
明
か

す
。
遙
か
遠
く
に
見
え
る
山
は
舞
鶴
だ
と
聞
く
。
甲
板
デ
ッ
キ

で
、
幾
年
ぶ
り
の
故
国
の
土
を
踏
め
る
と
皆
喜
び
で
い
っ
ぱ
い

だ
っ
た
。

も
っ
と
も
っ
と
書
き
た
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
が
記
憶
が
乏

し
く
、
国
語
の
辞
典
な
く
し
て
は
書
け
な
い
。
体
力
視
力
も
限

界
で
、
残
念
な
が
ら
失
礼
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
、
あ
の
酷
寒
の
地
で
凍
土
に
骨
を
埋
め
た
六

万
三
千
余
人
の
同
胞
に
対
し
て
、
黙
祷
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い



日
々
で
あ
る
。

帰
国
後
五
十
数
年
を
過
ぎ
た
今
日
、
い
ま
だ
に
年
一
、
二
回

シ
ベ
リ
ア
抑
留
中
の
夢
を
見
る
の
で
あ
る
。
い
か
に
三
年
八
ヵ

月
の
シ
ベ
リ
ア
生
活
が
つ
ら
か
っ
た
か
。「
ダ
モ
イ
」
帰
国
の

言
葉
を
信
じ
低
抗
も
な
く
連
行
さ
れ
て
以
来
、
苦
し
み
、
諦

め
、
そ
し
て
な
お
生
き
よ
う
と
し
た
悲
し
い
ま
で
の
人
間
の

姿
。
望
郷
の
念
に
支
え
ら
れ
て
生
き
抜
い
た
困
苦
欠
乏
の
日
々

を
私
は
終
生
忘
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

【
執
筆
者
の
紹
介
】

現
住
所
　
　
鳥
取
県
八
頭
郡
用
瀬
町
鷹
狩

大
正
七
年
九
月
一
日
生

学

歴
　
　
高
小
卒

軍

歴
　
　
昭
和
十
三
年
一
月
十
日
　
　
　
現
役
兵
と
し
て

鳥
取
歩
兵
第
四

〇
連
隊
入
隊

昭
和
二
十
年
二
月
一
日
　
　
　
任
　
陸
軍
准
尉

昭
和
二
十
年
九
月
十
日
　
　
　
蘭
崗
　
武
装
解

除

昭
和
二
十
年
九
月
二
十
五
日
　
入
ソ
　
ム
リ
ー

収
容
所

昭
和
二
十
四
年
七
月
二
十
日
　
英
彦
丸
　
舞
鶴

復
員

職

歴
　
　
復
員
後
　
農
協
職
員

農
協
退
職
後
　
社
会
福
祉
協
議
会
勤
務

同
右
退
職
後
　
用
瀬
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

軍
人
恩
給
友
の
会
会
長

現
全
抑
協
鳥
取
県
連
合
会
用
瀬
町
支
部
長

叙
勲
　
昭
和
六
十
五
年
　
勲
六
等
瑞
宝
章
受
賞

（
鳥
取
県
　
松
下
盛
一
）

抑

留

記
　 

鳥
取
県
　
井
上
平
夫
　 

内
務
人
民
委
員
部
チ
タ
監
獄
に
収
監

シ
ベ
リ
ア
の
最
酷
寒
期
は
万
物
が
凍
る
。
昭
和
二
十
四
（
一

九
四
九
）
年
二
月
二
十
二
日
（
火
曜
）
暗
く
な
っ
て
作
業
か
ら




